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秋田県仙北郡西木村産サメの脊椎化石について
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1はじめに

干葉県松戸市在住の小池力彦氏は，西木村高野

の桧木内川の河原から動物の骨が含まれている巨

牒を発見し､その一部を西木村役場に寄贈した．

筆者等はこの情報を得て，小池氏が採集した化石

の実体の解'ﾘ1と，これが含まれていた地層を確認

するために現地調査を行った．その結果，西木村

上門屋の秋田内陸縦貫鉄道，秋田内陸線が桧木内

川に架かる鉄橋の下流約150mの左岸の川床のシ

ルト岩中に連続した脊椎骨を発見し，これを含む

地層が臼Ⅱl他(1980,1985)の山谷)曹であること

を確認した（図1）．さらに，この産地の下流か

らも数個の連続した脊椎骨を含む巨篠を採集し

た．

小池氏の採集品および今回の採集品について検

討した結果，この脊椎骨はその形態的特徴から巨

大なサメ,Cai℃harodonに同定されるものである

ことが|川らかになった．今回のように巨大なサメ

の連続した脊椎骨の化石が大量に発見された例

は．おそらく日本では最初のものであると考えら

れるので報告することとした．なお、骨格標本は

西木村教育委員会に保管されている．
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図 1脊椛骨化石産地
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2地質と化石の産状

脊椎骨の化石が発見された西木村上門屋周辺の

桧木内川の川床に分布している地層は，薄い凝灰

質砂岩，シルト岩，泥岩の互層(Pl.l.fig.l)で，

木片や稀に植物化石を含み，臼田他(1980,1985)

の山谷層の上部に相当するものである．山谷層の

下部は石英安山岩質凝灰岩よりなり,Pinus,

Sequo/a-type,Quel℃“その他の花粉化石を多く

含み，比較的温'暖な気候が推定されるとしている

(臼田他,1985).しかし，花粉化石が報告されて

いる地域の山谷層と，本地域の山谷層との層位学

的な関係は明確ではない．化石産地周辺は，向斜

軸に近い位置を占めているため地層はほぼ水平に

近く，椎骨は途中で折れ曲がっているが連続して

シル|､岩中に含まれている．また，この互層中に

含まれている材化石の中にはフナクイムシ

{Teredosp.)も多く認められる．なお，この産

地の下流で採集された椎骨を含む巨牒は，ここか

ら流出したものであると考えられる．
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3脊椎骨について

保存良好な連続した大型の脊椎化石と，1個の

独立した脊椎化石の特徴は次の通りである．なお，

椎骨各部位の名称は多くの研究者によって使用さ

れているものを引用した（図2）．

(1)ブロック中の連続した9個の椎骨（長さ約80

cm)(PI.1,figs.2,3,4,PI.2)

1個の椎骨の長さ72iiini,高さ108miii,前後椎板

はよく化骨し，厚さ各7mill,右から2番目の椎板

では中央部の高さ91rainの鼓型を呈している．しか

し，神経弓溝，血道弓，脊索孔は母岩から未剖出

のため不明である．前面は円形で，前後によく化

骨された条線状の石灰隔壁が多く認められる．

ブロック中の9番目の椎骨(Pi.1,fig.4)は縦断

されたもので，前後は両凹型，長さ58iiim,高さ90

mm，前後は円錐形に深く窪み，脊索貫通中央部で

は厚さ9mm，椎板の厚さ4iiiiiiで脊索孔は不明である．

(2)ブロック中の連結した5個の椎骨（長さ約

ISOnini)と1個の横断された椎骨(PI.1,figs.5,6,

PI.3

B(側面）

石l火l榊催
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図－2椎骨各部の名称
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①ブロック中の右から1番目の椎骨は，長さ

37nmi,高さ81ⅡⅢ，中央でやや窪み,1本の長楕円

形の神経弓溝または血道弓溝が表面に認められ，

その長さは28iiim,felln血で突出することはない．

②右から4番|訓の椎骨は，長さ34nini,高さ65

iimi,椎板の厚さ4mm・血道弓溝は共に長さ22ⅡⅢ1,

119mmと10mmの長楕円形．各弓溝間は5inmと6mm

で，血道弓間の幅は広い．後面観は正円形．

’③3，4番目の間にある横断標本(pi.i.fig.e)

12本前後の太く明らかな星状の、よく化骨された

石灰隔壁が認められ，星状椎体と呼ばれ，ネズミ

ザメ亜目のサメ類に認められる．横断面は正円形．

(3)単独椎骨(PI.4,figs.1,2.3,4.5)

椎骨の長さは最大50ⅡⅢ，最小42ⅡⅢ1，高さ最大85

mm.最小7Oramで，前後面観は左右に圧縮された楕

円形．椎骨左右側のうち一側面は深く窪み，他側

面は平滑である．椎骨中央部で上下高85mm.左右

幅58mmで変形した鼓型．前後面の椎板中心部に近

い輪絞は正円形で，椎体は短く太さが勝る．前後

縦断面は両凹型で，前後椎板は円錐形．約30度角

で中心方向に深く窪み，脊索部中心の底辺で5mm

の厚さとなる．脊索孔は開かない．ネ''1経突起（神

経弓）および血管突起（血道弓）は欠落し，二対

の各弓溝が認められる．弓溝中心を前後に二分す

る石灰隔壁の存在は不明であるが，両弓溝の壁面

はよく化骨されている．

一対の血道弓溝各々の前後の長さは33mmと36

，，幅15mⅢとliramで両血道弓溝間は15n皿の間隔が

ある．一対の神経弓溝は共に，長さは30nim,la10

mm,両神経弓溝の間は7mmで，両|Ⅲ道弓溝の|州隔

の方が広く開くので背腹の方向は区別できる．

椎骨表面の周辺軟骨の中には，前後椎板方向に

非常によく化骨された，太さ1m,Ⅱ程度の顕著な条

線状の石灰隔壁が椎骨の周りに50本ほどあり，周

辺軟骨から浮き出ている．また，前後面の椎板表

面には明らかな年輪状輪紋が認められる．なお，

X線写真(PI.4,fig.5)の放射状の白色部は化骨

の粗の部分を示している．

以上のように，前後神経突起や前後関節突起が

なく，すべての椎骨は同形で単純な形態であるこ

となどから軟骨魚類の椎骨化石であることは明ら
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かで，その椎骨の大きさからCarcharodonであろ

うと推定される．

4総括

今回，西木村上門屋の山谷層の上部から発見さ

れたサメの椎骨化石は，その形態的特徴から第三

紀に世界的に広く分布したα1℃harodonに同定さ

れるものであると考えられる．なお，山谷層は田

沢湖西方に分布する松葉層および北西方に分布す

る宮田層と同層準であると考えられているので

(臼田他,1985;北村,1986),その時代はほぼ中

期中新世後期ないし後期中新世初期と思われる．

しかし，時代を決定するための化石が未発見であ

るので，今後の詳しい調査が必要である．さらに

サメの歯および鱗歯の発見が期待される．
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図版の説明

P1ate1

l：山谷層上部の互層，西木村上門屋

2：地層中の椎骨化石，同上

3：同上

4：左側部分の拡大写真

5：巨喋中の椎骨と1個の横断された椎骨

6：5の横断された椎骨の拡大

Plate2

ブロック中の連結した9個の椎骨(Pl.l,fig.3)

Ⅲ沢

Plate3

ブロック中の連結した5個の椎骨（実寸大）

Plate4(すべて実寸大）

1:椎骨の正面

2：椎骨の側面1

3：椎骨の側面2

4：椎骨の側面3

5：椎骨正面中央のX線写真
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l 4

雫
蝿
》

一
一
吋
。
〉
ム

ロ
■
鍬
・Ｉ ■凸

錘
E＝

,ま’
_＝一

2 5

｢.~p

で

F③

〆

〆

〆

＝

3 6

鞭

ノ

一

､一

』靴

j魂‘．

〃壱一 1ゥ

膳

呈『 to

'蚕･‘t----審垂霞ｱy－鷺
壷一

子

グー

咳可＝一』
Bケ

－29



秋ⅡI県立博物館研究報告第29号

Plate2
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